
研究集会

● 書跡資料調査保存の現状と課題( 第３回）

1999年３月27日

1 9 9 6 年度から継続して行っている研究会

の第３側I : l である。今Ｍの報告は下記の

ごとくである。

( 1 ) 文神史料としての写真撮影（徹山大

学富I l l 正弘氏）東寺百合文, ! ｆを搬影

された総験に基づいて、撮影実態と問題

点を報告された。基本的には、統紙、連

券、紙･ I ﾃ 文苫などの搬影につき奈文研の

方法と共通するところが多かった。ただ

後にi l ; : いたものを先に撮るという原則は、

擬る順序は機械的であった方がよいので

ないかと考える。

( 2 ) 古文, I f 伝来論と調査（京部同立博物

館湯山贋一氏）文遡: 伝来の形態とし

て掛幅装の装噸で伝わるものがある。文

沓: の装岐は巻子本を通例とするが、掛幅

である文. 謀の種類となぜその形態で伝わ

ったかその理山についての報告であった。

今後修理などと関連する問題であろう。

３回行った研究会は、忌側のない発表が

多く、意義深かったと思う。インターバ

ルをおいて再開したい。（綾村宏）

● 掘立柱建物はいつまで残ったかⅡ

1 9 9 9年３月９日

掘立柱住居の存続下限について検討する

シンポジウムの第２年度。９７年度は東日

本の事例が中心となったため、９８年度は、

西日本・沖細における事例を検討し、ま

た伊勢神宮の心御柱にまつわる祭肥から

掘立柱の存続要因を導くため、以ドの２

セッションをおこなった。

１「神社と柱の祭祁」

報侮：字津野金彦牟礼に

コメント：丸１１１茂

２「西I : １本の111・近11鋤i 城} ; 進物」

報告：堀内明樽岩本正二小野正敏

コメント：渡辺品浅川滋男

伊勢神宮の心御柱については、史料の解

釈をふくめてきわめて複雑で、掘立柱存

続の要因まで討論できなかった。一方、

西日本の発掘事例をみると、昨年度の東

日本での成果と同様、鰹村部の住居は1 ８
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世紀中頃まで掘立柱がかなり一般的だっ

たことがあきらかになった。２年にわた

るシンポジウムの成果は、出版物として

刊行する予定である。（箱崎和久）

● 文化的景観研究会

1 9 9 9年３月８日

今年度は第３回ロの研究会を開催した。

特に今回はサブテーマを「遺跡の『顕

彰・保存・整備」～辿跡と地域社会との

かかわり」と題して、巡跡と地域社会と

の関係に注目し、遺跡を風最としてとら

えることに話題を絞った。

研究会の報告は次の通り。

羽賀祥二（名古屋大学文学部）「史賊の

発兄と保護｣ 、森山英一（城郭研究家）

｢ 士族による明治期の城郭保存運動｣ 、Ⅲ

畑貞寿（千葉大学籍瀞教授）「モヘンジ

ョダロの保存と整備｣ 。

羽撹氏は近世に行われた国史や地誌の編

纂を契機にして御三家等の近世大名が領

内の遺跡を保存し顕彰し始めたこと等

を、森山氏は近1 M: 城郭が近代になって変

貌するなか士族や地域名望家たちの城郭

の保存運動があったこと等を、田畑氏は

モヘンジョダロ遺跡の保存上の技術的課

題と生活環境や文化との関係等を、それ

ぞれ報告した。（内田和伸）

◆ 官営工房研究会( 第７回）

1999年２月１３日

堀部猛氏（土浦市立博物館学芸員）に

｢ 地方諸国における｢ 官営工房｣ をめぐっ

て－束同の事例を手がかりとして－」と

題する報告をいただき、討論を行った。

堀部氏の報告は二つの視点に分かれる。

一つは、石猷旧正氏の国術工腸研究を、

発掘調査によって判明した地方の生産の

場の実態から再検討するという視点で、

鹿の子Ｃ遺跡と武蔵脚府周辺の調在成果

を素材とする。もう一つは、浅香年木氏

の地方官営工房研究の成果を批判的に継

承し、官営工房一在地工腸という対比の

妥当性を検証するという視点である。

郡司胴が把握していた在地の手工業生産

を律令国家が掌握していく筋道は、在地

のイネを律令国家が龍提していく過程と

も照応する。律令国家は、必要物・必要

鐘を在地で生産させるのではなく、在地

の価常的な生産物の一部を必要に応じて

貢納物として収蕪するのであって、地方

官営工房を固定的に捉えることの危険性

の指摘は重要であった。（渡辺晃宏）

● 古代都市及びその近郊における土師器

の生産と流通1 9 9 9 年３月2 3 ～2 4 日

今回は第一Ｍ目であるので、年代を７世

紀から8 1 1 ｔ紀前半に限定し、土師器の各

器種がセットとして存在することを前提

とした場合、各地の土師器はどのように

群別できるかについて、可能な限り出土

土器にふれて検討を行った。報告者は次

の通りである。文献からみた土師器の調

査一古尾谷知浩、飛鳥京一相原嘉之・林

部均、藤原京一西口詳生・渡遥淳子、平

城京一巽淳一郎、雌波宮一佐藤隆、福岡

県太宰府一赤司善彦・中島恒次郎、三重

県斎宮一大川勝宏、大阪南河内地方一上

Ⅲ陸。その結果、共通した群別基準の確

定については問題を残したものの、当時

の首都であった飛鳥京、藤原京、平城京

では少なくとも５群の土師器が存在する

のに対して、他地域の現状は粘製、粗製

の区分のみという、両者の対照的な状況

が浮彫りとなり、今後、大消挫地への土

師器の供給地を解明するうえで有力な手

掛かりが得られた。（川越俊一）

◇ 長屋王家木簡・二条大路木簡研究会

1999年１月30日

昨年度で終了した特別研究による長屋王

家木簡検討会を継承し、今年度から所内

科研で研究会を発足させた。今l u l は島根

県教育庁の２人に報告をお願いした。

平石充「長屋王家の御m・御薗」は長陸

王家木簡を通して、王家の御1 1 1 ・御薗の

経営内容を分析した報告で、緋営労働力

の編成に莱団的蒲負労働があったこと、

御ｍからの米の収取方式は令制官H 1 のそ

れと類似していることなどを指摘。野々

村安浩「隠伎凶木簡について」は、長屋

王家・二条大路木而に大飛に含まれる隠

伎国からの荷札木簡を取り上げ、郷・里

の現地比定とウジの分布の分析などを行

い、郷の立地に２つのタイプがあること、

年を違えた同一人物とみられる人の荷札

があることなどを明らかにした。参加者

21名。

また長屋王家木簡の釈読検討会を、堀池

春峰・鬼頭清明・岩本次郎・東野治之氏



に依頼し1 9 9 8年1 0月1 3 1 . 1に行った。

（舘野和己）

● 飛鳥時代における造瓦技術の変遷と伝播

一飛鳥時代の瓦づくり( 第２回) －

1 9 9 8 年８月８～９日

｢ 斑鳩寺・PL I 天王寺の創進凡と商句麗系I l i l ：

丸瓦」をテーマとした研究集会を開き、

以下のような成果を得た。

①斑鳩寺の軒瓦を、瓦P l i 文様と製作技法

から飛鳥時代前・中・後則の３時期に区

分する案を提出し、大和や' ' 1 行、河内な

どの同系統の粁瓦との対比を行った。そ

の結果、斑鳩寺編年案がほぼ妥当であり、

これらの~正人母体は飛鳥､ 了の造営に関わ

った星組にあったとの推論も出た。

②飛’ 冊時代初期のいわゆる尚句腿系粁丸

瓦について、大和、１１１背、河内、三河の代

表例を取り上げ、瓦､ 罰文様と製作技法の

比較を行った。その結果、多くは6 1 0 年か

ら6 3 0 年までの間に位慨付けられるとの結

論を得た。また、瓦当文様は尚句雌とい

うより新羅に起源があるのではとの兇解

も出た。

③粁平瓦は、我同では斑鳩寺の手彫忍冬

文が初現（6 1 0 ～6 2 0 年) 。この類例はソウ

ル近辺でも出土しているとの発表があっ

た。施弧文軒平瓦は、6 3 9 年から造営が始

まった百済大寺が初出だが、四天王寺や

平隆寺では、二噸弧文が先行する可能性

が示された。次阿の検討･ 課題の一つであ

る。

前回と同様に、飛鳥諸､ ¥をはじめ各地の

瓦を腿示した。実物を兇ながらの議論は

好評であり、成果も大きかった。

（毛利光俊彦）

◆ ｢ 伝統的建造物における住まい方の研究」

研究集会 1 9 9 9 年２月 1 9 日

研究集会では、文化財関係者・研究薪・

同行政担当者・地方行政担当者・民家脚

生設計着がそれぞれの立場から、伝統的

建造物に住むことに対する現状と問題点

を発表した。発表は、「文化財としての建

造物保存｣ 、「文化財としての町並み保

存｣ 、「伝建地区住腿の住まいに対する葱

識洲在の結果｣ 、「住宅として修復した伝

統的建造物の実例｣ 、「伝処地区における

住まいの実態｣ 、「民家再生の実態｣ 、「文

化財的保存と再生｜の７題であった。以

上の発表をふまえ、参加省全典による討

論を行った。討論内容は多岐にわたり、

今1 1 1 1 まとまりある結流は得られなかった

が、今後とも各方１ｍとも横のつながりを

もって情報交換や離論を統けて行くこと

で意見の・致を見た。（島田敏男）

◆ 金属製資料の材質の歴史的変遷に関す

る研究 1 9 9 8 年７月 2 1 日

金鵬製歴史浅科の材衡の歴史的変遷を科

学的な調在で明らかにすることをl l 的と

した。今年度はI l f 代から近世にわたって

法隆寺に伝' 1 t する銅製容器に対して、老

I I f 学的締年剛と、科学的洲森による編年

観を比較検討した。検討にあたっては、

実際の黄料を巷Ｉｌｉ学及びI 倉芸史的観点か

ら研究している研究荷と、科学的下法に

よって訓恋している研究者の双方による

討論という形式をとった。研究会の櫛成

は以下の通り。毛利光俊彦（奈文研）

｢ 法隆寺に伝' 1 t する銅製容器に対する考

I I f 学的稲年観｣ 、村ｋ雌（奈文研）「法脆

､ ¥に伝雌する銅製容器の科学的洲ｲ i 畠｣ 。

それぞれの発表に続いて、加烏勝（東京

1K位博物館）と成瀬' 1皇和（l E倉院！１１務所）

からコメントが述べられた。なお、研究

会の岐後には村上隆をコーディネーター

とし、発表稀に加えて金子啓I ﾘ Ｉ（東卿Ｋｌ

伽# 物館) 、内藤栄（奈良側立博物館) 、

関根俊一（帝塚l l I 短期大学）らの各氏に

よる総合討縦が行われた。（村上隆）

◇ 古代豪族居宅の構造と類型

1998年12月14～１５日

郡司肘・在地筒災・村落首艮・郷艮・樹

衆Ⅳ1など、イl ﾐ 地｢ 豪族｣ 諸階Ⅲｲ の) 片宅の榊

進上の特徴や階肺i 性などを探ることを| ｜

的とした研究集会で、券占学・文献史学

の研究若9 6 人の参加を得た。谷地方にお

ける「豪族ルサ宅辿跡の聯例搬告と類型

化、勝宅の空間柵成的時徴と1 . 『術・集落

との比較検討、文献史料から見たI i I ; 宅の

櫛造や豪族による在地支配の特伍などに

ついて７本の報告をし、討議した。その

結果、「豪族｣ １１１; 宅は総体としては集落と

宵術との' ' 1 間的形態をとる、空間的椛成

の点ではＡＩ; 住空間と物資収納空間とから

なる、居宅の倣地而硫や進物配股などの

点に居宅としての特徴や階胴策が反映さ

れている、などの点が明確にされた。ま

た・〃、研究行間における｢ 豪族｣ 概念の

違いも浮彫りになり、豪族) １１} 宅遺跡の指

標を明確化する推礎的作業や地域論的観

点から勝宅遺跡としての特徴を抽出する

作業、集落論との総合的検討の必要性な

どが改めて確認された。（山中敏史）

● 保存科学研究集会一有機質遺物の材質

調査一 1 9 9 9 年２月２日

有機賀巡物の材質･ 撒造･ 劣化などに関す

る研究は、測定装慨の進歩につれて新し

い研究成果が得られつつある。今１１１１は木

材･ 漆･ 脱期･ 繊維そしてＤＮＡ分析などに

ついての現状とその問題点を' ' 1 心に研究

発表を行った。出上水材に関しては従来

から行われてきたマクロ的な研究からよ

りミクロ的な研究が進められ、保存処理

の流問題解決に則待される。また、漆・

暁璃･ 繊維に関しては、多くの出上仙で

のl I 1 定がI I J 能になり、されに産地等に関

する新たな研究が展開しつつあり、総合

的なデータベースの椛築が必要となる。

ＤＮＡ分析に関しては、川上遺物の遺存状

態に大きく左右されることと、分析試料

の雌的な問題が残されているが、今後大

きな成果が期待された。（肥塚隆保）

◇ 遺跡地図情報システムの研究

1999年２月26日

考I I f 学における地理惰撒システム（G I S ）

の応川は、ＧＩＳ' 2 1 体の隆膿からすると立

ち後れている。本年度も昨年度にひきつ

づき、研究会を開催し、実際のI l i 販され

ているＧＩＳソフトを利川した』１１: 例につい

て主に柴杵の側から発表をいただいた。

発炎は、測地成果2 0 ( ) ( ) といった新しい動

向に関するもの、ＧＩＳシステムに取り込

むためのl l I I i 像データを効率的に採取した

り加I Ｌたりする手法に関するもの、遺

跡情報符即のための道具という視点で

G I S の活川を測るものにわけることがで

きる。

研究用に祁々の解析を行うシステムより

は、行政的な遺跡情報の梼理に適したシ

ステムの開発が市場では先行しているよ

うに感じられる。I l j l l I j ､ 村稚度の、砿や遺

跡数のデータを取り扱う技術は成熟して

きている。今後はより大規模なシステム

について検討していかなくてはならない

であろう。（森本晋）
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